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ゴルフ場における喫煙環境

項目は北田ら 6, 7）が実施したサービス産業等に対する
調査報告を参考に、「コース内やクラブハウス内の灰
皿設置場所」、「喫煙ルーム等の有無」、「レストラン
内の喫煙環境」、「禁煙対策の有無と内容」、「健康増
進法以降の禁煙対策実施の有無」、「タバコ規制とビ
ジネスへの影響について」、「受動喫煙についての見
解」、「今後の喫煙対策の在り方に関する見解」につい
て質問した。なお、日本のゴルフ場は未だハーフラ
ウンド終了後に昼食を挟むスタイルが主流であるた
め、レストラン内の喫煙環境についても個別に質問
した。

結　果
1． コースラウンド中にタバコが吸える場所
各ティーグラウンド（第1打を打つ場所）上に灰皿

を設置しているゴルフ場が約9割（88.5％）であり、
「カート内」（77.0％）、「茶屋（休憩所）やトイレ周辺」
（62.3％）、「コース内」（19.7％）の順に設置率が高
かった。

2． クラブハウス内の喫煙環境
レストランを除くクラブハウス内の喫煙環境では

「屋内に喫煙場所（灰皿）を設置している」（49.2％）、
「喫煙場所は屋外に設置」（26.2％）、「ハウス内全面
喫煙可」（23.0％）の順に多かった。21.3％のゴルフ
場では「全面禁煙」もされていた。副流煙を遮断する
「喫煙ルーム」を設けているゴルフ場も僅かだが存在
した（3.3％）。

はじめに
ゴルフは生涯に渡って継続可能なスポーツ種目
の一つとされている一方で、プレー中における死亡
事故は国内外を問わず多く発生している。ゴルフプ
レーヤーの年齢構成が中年以上の男性が多いことに
加え、この背景としてゴルフはプレー中やプレー間
の喫煙や飲酒が概ね許容されている稀有なスポーツ
であることも考えられる。すなわち、心臓疾患を主
因としてプレー中に死亡事故を引き起こすことが示
唆されている 1～3）。我々は過去にゴルフコースラウン
ド中の心臓自律神経活動の変動 4）や、ラウンド中の
喫煙が心臓自律神経活動に及ぼす影響 5）について検
討した。さらに、国内外のゴルフ場における死亡事
故の実態を調査し、飲酒や喫煙を伴うゴルフの危険
性を示してきた。今回、ゴルフ場における喫煙環境
および禁煙対策の実態について調べることとした。

方　法
九州地方のゴルフ場全254コースの支配人を対象

に郵送法によるアンケート調査を実施した。調査期
間は2012年6月1日～7月31日であり、61コースの
支配人から返信を得た（有効回収率24.0％）。調査

　九州地方のゴルフ場61コースからアンケート調査を回収した。その結果、タバコ対策や受動喫煙防止対策
においては基本方針を定めていないゴルフ場が約半数であった。コースラウンド中やクラブハウス内での喫煙
が制限されているゴルフ場は少なく、約3割のゴルフ場支配人がタバコを規制することがビジネスに影響を及
ぼすと回答した。今後の喫煙対策については、国による規制や業界内ルールの制定を挙げる回答が多かった。
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3． レストラン内の喫煙環境
「全面喫煙可」（37.7％）、「禁煙席・喫煙席を分け
ている」（34.4％）、「レストラン内全面禁煙」（26.2％）
の順に多く挙げられた。

4． ゴルフ場におけるタバコ対策の有無
約半数のゴルフ場（47.5％）では「タバコ対策に関

する方針は無い」と回答した。「タバコ対策の基本方
針がある」ゴルフ場は21.3％であり、「タバコ対策を
現在検討中」のゴルフ場は26.2％であった。

5． 「健康増進法」（2003年）施行以降の取組み
「施行後1年以内に実施した」が11.5％、「3年以
内」が8.2％、「5年以内」が1.6％、「7年以内」が
3.3％、「何もしていない」が68.9％であった。

6． 「受動喫煙」に対するゴルフ場支配人の見解
「ゴルフ場での受動喫煙は全ての人の健康に有害
か」について、5件法で質問した結果、「強くそう思
う」（18.0％）、「そう思う」（29.5％）、「どちらとも
言えない」（34.4％）、「そう思わない」（14.8）、「全
くそう思わない」（0.0％）との結果であった。「ゴ
ルフ場「完全禁煙」は従業員の健康のために有効か」
については「強くそう思う」（16.4％）、「そう思う」
（29.5％）、「どちらとも言えない」（37.7％）、「そう
思わない」（11.5）、「全くそう思わない」（1.6％）と
の結果であった。

7． タバコ規制はビジネスに影響するか
タバコを規制することによる集客への懸念につい
ては「そう思う」（27.9％）（「強くそう思う」と「そう
思う」の合計）よりも「そう思わない」（45.9％）（「そ
う思わない」と「全くそう思わない」の合計）への回答
率の方が高かった。

8． 今後の禁煙対策に必要な法規制のレベル
必要と考える法規制のレベルとしては「諸外国のよ

うな全国レベルの禁煙法」（36.1％）、「各業界団体に
よる自主規制」（31.1％）、「神奈川県のような都道府
県による条例」（21.3％）の順に多かった。

9． 今後のゴルフ場が喫煙対策を進める上で
 必要な要素

10項目からの回答を求めた（複数回答可）結
果、「メディアによる喫煙・禁煙に関する情報提供」
（26.1％）、「業界内・同業者の動向」（26.1％）への回
答率が高かった（図1）。

考　察
今回の調査結果からゴルフ場における喫煙環境と

対策の実施状況に関する基礎資料が得られた。これ
までに、ゴルフ場の喫煙環境などを取り上げた研究
報告はされていないが、高野ら 8）の熊本県民を対象
にした報告では「受動喫煙を迷惑と感じた場所」につ
いて「体育館・スポーツ施設・競技場」（7.3％）が挙
げられている。ただ、ゴルフは喫煙や飲酒が概ね許

図１．今後「ゴルフ場産業が喫煙対策を進める上で必要な要素」は何か（複数回答）

図1　今後「ゴルフ場産業が喫煙対策を進める上で必要な要素」は何か（複数回答）
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容されている点から単純に比較対象とすることはで
きない。喫煙環境が類似したボウリングについては
喫煙が迷惑であると感じた場所（「ゲームセンター・
ボウリング場・バッティングセンター」（22.2％））と
して3番目に多く挙げられている。
法規制のレベルとしては「諸外国のような全国レベ

ルの禁煙法」（36.1％）への回答率が最も高かった。北
田らの報告 7）でも同様の傾向であり、サービス産業全
体において喫煙を抑制する対策が求められているの
かもしれない。

2016年のリオデジャネイロオリンピックからゴル
フは正式種目になる。2020年には東京でのオリン
ピック開催が決定している。東京以外の招致都市に
はすでに受動喫煙防止法が制定されている 9）。日本
におけるゴルフ場およびゴルファーにおいても、オリ
ンピック正式種目に恥じないスタイルを示すことが早
急に求められている。

追　記：
本研究は、2013年度日本禁煙学会調査研究事業

助成『日本のゴルフ場における喫煙環境および受動喫
煙対策の現状と課題』の一部として実施した。
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Current situation of smoking environment and measures against  
passive smoking in golf courses –A survey of golf course in the kyushu region–

Tetsuro Kita 1, Muneyoshi Takahashi 2, Takeo Hashiguchi 3,  Shin Yoshihara 4

Abstract
A survey was 61 golf courses in Kyushu region. The result indicated that about half of the golf courses had not stipu-

lated any fundamental policy on tobacco-related measure or passive smoking prevention measure. In addition, there was 
only a small number of golf courses that restricted smoking on the golf courses and inside the clubhouses, and about 30% 
of the golf course managers that responded stated that putting some sort of limitation on tobacco-smoking would have 
adversarial effect on their business. Further, as for the future anti-smoking measure, many of them responded that some 
national regulation or intra-industry rule could be stipulated.
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